
価値創造基盤の強化：信頼される組織風土

取締役のスキル・マトリックス

氏名 役職 企業経営
経営戦略 財務会計

法務
リスク
管理

海外事業 建設設計 営業
不動産 都市開発 技術

DX
ESG
サステナ
ビリティ

辻　　範明 取締役会長 ● ● ● ● ●

池上　一夫 代表取締役社長 ● ● ● ● ●

楢󠄀岡　祥之 取締役　副社長執行役員 ● ● ● ●

三森　国吉 取締役　専務執行役員 ● ● ●

熊野　　聡 代表取締役　専務執行役員 ● ● ● ● ●

山口　　徹 取締役　専務執行役員 ● ● ●

吉村　直子 取締役　執行役員 ● ●

一村　一彦 社外取締役 ● ● ● ● ●

長崎　真美 社外取締役 ● ● ●

小椋　敏勝 社外取締役 ● ● ● ● ●

藤井　晋介 社外取締役 ● ● ● ● ●

伊澤　　透 社外取締役 ● ● ● ● ●

　取締役・監査役一覧については、　企業情報 > 役員一覧をご覧ください。
社外役員の独立性要件については、コーポレートガバナンス基本方針別紙をご参照ください。

　コーポレートガバナンス基本方針において取締役の報酬
に関する基本方針を定めています。2021年3月の取締役会
において、コーポレートガバナンス基本方針の改訂案を決
議しており、取締役の報酬は、コーポレートガバナンス基本
方針に基づき、全ての独立社外取締役及びその同数以下の
代表取締役等にて構成される指名報酬委員会での協議を踏

まえ、社長が取締役の報酬支給基準を作成し、取締役会の決
議によって決定することとしています。
　2023年度における指名報酬委員会は4回開催され、メン
バーである社内取締役2名、社外取締役5名の全員が出席し
ております。

コンプライアンス

　当社は、企業の存立と継続のためにはコンプライアンス
の徹底が必要不可欠であるとの認識のもと「長谷工グルー
プ行動規範」を策定し、全ての取締役、執行役員及び使用人
が、国内外問わず、法令・定款の遵守はもとより、社会規範を

尊重し、社会人としての良識と責任をもって行動するべく
社会から信頼される経営体制の確立に努めています。
　また、行動規範は定期的に必要性・有効性を確認した上
で、適宜見直し・改定を行っています。 

　長谷工グループでは、公益通報者保護法ならびに関連法規
に則り「長谷工グループ内部通報相談制度運用規程」を定め、役
職員からの公益通報、ハラスメント及びコンプライアンス全般

（汚職・贈賄などによる腐敗防止を含む）に関する相談等を受け
付ける通報相談窓口を、リスク管理部コンプライアンス室及び
社外窓口として法律事務所に設置しています。また、通報相談

者の匿名性への配慮も含め、通報相談者の保護体制を構築し、
社員が通報相談しやすい環境を整備することにより、不正行為
等の早期発見・早期是正に努めています。
　なお、内部通報相談窓口の受付及びその対応状況について
は、代表取締役、社外取締役、監査役へ定期報告を行っており
ます。

内部通報相談制度

　行動規範の浸透を図りコンプライアンスの推進を担う部署
として、リスク管理部にコンプライアンス室を設置し、当社グ
ループのコンプライアンスの向上に取り組んでいます。
　また、社長直轄の監査部が内部監査に関する社内規程に従
い、当社グループ各部門における諸活動が法令、定款、会社の規
程・方針等に適合し、妥当であるものかどうかを検討・評価し、そ
の結果に基づき改善を行っています。
　なお、行動規範に違反する行為により重大な影響が生じる

懸念が発生した場合には、社長に報告するとともに、各部門・
グループ各社のリスク管理担当役員が調査に当たり、必要に
応じ、当該担当役員または当社社長を委員長とする「コンプラ
イアンス対策委員会」を招集して、経緯確認、原因分析、是正措
置、類似事例の有無の調査、再発防止策策定、社内・グループ内
への展開等により問題解決に当たることとしています。

コンプライアンス推進体制
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リスク管理・コンプライアンス体制図

　長谷工グループでは、企業価値の維持・増大に向けて、事
業に関連する内外の様々なリスクを適切に管理するため、

「長谷工グループリスク管理方針」を定めています。

　この方針を実行するため、リスク管理体制を整備し、方針
に基づくルールや施策を長谷工グループ全役職員に周知・
徹底しています。

　長谷工グループでは、「長谷工グループリスク管理方針」を
実行するため、最高責任者を長谷工コーポレーション社長とし
たリスク管理体制を運用しています。長谷工グループ全体の
リスク予防、危機対応等のリスク管理全般に関する責任者とし
てリスク管理グループ統括役員を任命し、長谷工コーポレー
ション各事業部門・グループ各社のリスク管理の指揮をとる
責任者として、リスク管理担当役員も任命しています。また、長
谷工グループ全体のリスク管理推進策の策定、推進に対する

助言、推進状況の確認等を行うリスク管理部をグループ各社
に設置しています。
　長谷工コーポレーション社長を委員長とする「リスク統括委
員会」を設置し、四半期に一回の開催に加えて、重大リスク発生
時には必要に応じて臨時で開催し、リスクの横断的な収集、分
析、評価、対応を行っています。「リスク統括委員会」での討議内
容は必要に応じて取締役会に報告し、リスク管理体制の運用
状況及びその実効性を評価・監督しています。

リスクマネジメント

リスク管理体制 詳細はこちら▶︎

リスクマネジメントに関する基本的な考え方・方針 詳細はこちら▶︎

役員報酬 詳細はこちら▶︎

コンプライアンスに関する基本的な考え方・方針 詳細はこちら▶︎

役員一覧　社外役員の独立性要件

詳細はこちら▶︎

詳細はこちら▶︎

※	「リスク管理・コンプライアンス体制」については下記記載の「リスク
管理・コンプライアンス体制図」をご覧ください。

長谷工グループの価値創造 事業戦略 価値創造基盤の強化 データセクション

56 57長谷工グループ統合報告書2024 長谷工グループ統合報告書2024

https://www.haseko.co.jp/hc/company/officer.html
https://www.haseko.co.jp/hc/company/pdf/independence.pdf
https://www.haseko.co.jp/hc/csr/governance/philosophy.html#anc_1
https://www.haseko.co.jp/hc/csr/governance/philosophy.html#anc_2
https://www.haseko.co.jp/hc/csr/governance/philosophy.html#anc_3
https://www.haseko.co.jp/hc/csr/governance/philosophy.html#anc_3



